






















































































































徳J(aretes， tes anthropil1es te kai politikes， 20b4-5) 
において，人間を「立派で善き者にすることj























































































































































































































dunamis)あるいは 門1Iの恵みJ(theia mθ1η) 
という言葉が何度も専門知と対ー置され現れてい






























































(534b8， 534c5， 536c2， 536c1)， r-千1Iの恵みj






























































































もにJI神が望むならJ(meta tou theou， 105e5; 



















IJJ3~ に頭を埋めて号泣し J (A 51， 6)，ソクラテ










(techl1e， A53， 4) によると考えたとしたら，自分
自身の愚かさを責めねばならないと述べている。
むしろ，この成功は「神の恵みにより与えられ





る技術知J(anthro戸ineitechnei， A53， 11， 12) に
よるか，あるいは， 1:f1jJの恵みJ(theiai moirai， 




により健康になったJ(hugieis gig710ntai -theim 
















きると思った。J(A 53， 22-27) 
プラトンの『ソクラテスの弁明j(20c3) と
|可様，ここでもソクラテスは教えることによっ
































































































































































i才者F討仔;-， taω/，‘d泊hたa，21Oe3) でで、ある !リjコユ-シスに文対対、J寸す一る ヒy 
ポ夕レスの Z恋r~ 愛 i凶主羽J1係系の愛についてエ口一ス




いる (55R，A53， 22-3， 27) 0 f!~( に jíl]f t てにより f~l~l;
き者となることは，ソクラテスにとって，よりさ;全




物，つまり， I ネIj l の!~~み J を意味する。なぜ、なら，











































































L本誌は， "Socmtes 071 EducatioJ1al Success" ヒ題
して執筆した英文論文を和訳して，ペスタロッ
チ祭の最終講義用に改稿したものである。英文
論文の注はすべて割愛した。英語版は米国の哲
に掲載される予定である。)
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